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１．はじめに 

                                     
 
 １－１ 背景と目的 

東村山市のコミュニティバス「グリーンバス」は、平成１５年１月２１日に

東村山駅東口～多摩北部医療センター～新秋津駅の１路線２系統で運行を開始

した。平成２０年２月１７日には久米川町循環、諏訪町循環の各１路線が加わ

った。現在、５台のコミュニティバスが市内を走っている。 
 
東村山駅東口～多摩北部医療センター～新秋津駅は、３台で運行を行ってい

る。 
東村山駅東口～多摩北部医療センター～新秋津駅は、むさしのⅰタウンの完

成に伴い、平成２０年２月１７日にバス停の新設とダイヤ改正を行った。これ

は、アイタウンの居住者と、周辺都営住宅入居者により、利用増が期待できる

ことと、運行当初から土日にも図書館や市民センターに行きたいという要望等

に応えたものである。 
 
久米川町循環、諏訪町循環は、それぞれ１台で運行を行っている。 
久米川町循環、諏訪町循環は運行当初、東村山駅東口を起終点としていた。

ただし、諏訪町循環は、東村山駅西口発着の予定だった。しかし、駅前広場の

オープンが間に合わなかったため、暫定的な処置であった。東村山駅西口の駅

前広場が完成したことから、平成２２年４月１日より諏訪町循環の発着が、当

初の案の通り西口発着へ変更した。その為、諏訪町循環はルート変更とダイヤ

改正を行った。また、久米川町循環も同時にダイヤ改正を行った。 
 
現在、コミュニティバス全体の利用状況は、概ね横ばいである。ただし、運

行日数の減少する１２月から翌年の２月は、利用者が最も少ない時期となる。

（グラフ１参照） 
東村山駅東口～多摩北部医療センター～新秋津駅の利用状況は、平成１９年

度から徐々に緩やかな下降線となっている。この平成１９年は、サブプライム

ローン問題に端を発したアメリカの住宅バブル崩壊をきっかけに、多分野の資

産価格の暴落が起こった年である。また平成２０年には、リーマン・ショック

が起こり、世界的な金融危機の引き金となった。また、平成２１年度は、新型

インフルエンザの発生もあり、コミュニティバスだけではなく、民間バス路線

も同様に、利用者減の要因と推定できる。 
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逆に久米川町循環、諏訪町循環は、運行開始以来、徐々に利用率を伸ばして

いる。これは、沿線近辺の住民が東村山駅へ出る足として定着してきたことを

示している。 
 
現在の東村山市コミュニティバスのコンセプトは、｢賑わい・活気のある街づ

くりに貢献する｣である。コミュニティバスは特別なものではなく、一般の公共

交通として、通常のバス路線と同等の位置づけである。また、基本的な考え方

は、コミュニティバスより民間バスを優先する。つまり、民間バス路線の運行

していない地域に対し、コミュニティバスによって公共交通網を補完するとい

うことである。 
 
コミュニティバス乗車数の推移 グラフ１ 
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東村山市内にある公共交通として、鉄道駅は東村山市を取り囲むように９駅

（表１参照）ある。駐輪場は、市営、民営を問わず各鉄道駅にあり、市内を走

る路線バスについては、コミュニティバス以外で１０路線（表２参照）ある。 
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鉄道駅 表１  民間路線バス 表２ 

 駅 名   起終点 経由地 起終点 
① 東村山駅  ① 東村山駅西口 武蔵大和 立川駅北口 
② 久米川駅  ② 東村山駅西口 武蔵大和 立川営業所 
③ 新秋津駅  ③ 久米川駅 八坂駅 立川駅北口 
④ 秋津駅  ④ 久米川駅 八坂駅 東大和市駅 
⑤ 萩山駅  ⑤ 久米川駅 全生園前 清瀬駅南口 
⑥ 八坂駅  ⑥ 久米川駅 新秋津駅 所沢駅東口 
⑦ 武蔵大和駅  ⑦ 久米川駅 全生園前 新秋津駅 
⑧ 西武遊園地駅  ⑧ 所沢駅東口 全生園前 清瀬駅南口 
⑨ 西武園駅  ⑨ 清瀬駅南口 全生園角 清瀬駅南口 
   ⑩ 東村山駅東口 恩多町一丁目 東村山駅東口 
 
こうしたコミュニティバスを取り巻く背景を踏まえた上で、公共交通ネット

ワークを充実させるにはどうすればよいのか、市の財政的体力も含めた様々な

視点から課題を改善すべく、東村山市公共交通を考える会を立ち上げた。 
東村山市公共交通を考える会は、市民の利便性向上を図るための抜本的な見

直しを検討するため、東村山市内の公共交通について、新たな視点で、市民等

から幅広い意見などをいただく会議である。また、東村山市のコミュニティバ

スのあり方以外にも、民間バス路線やタクシー事業などの公共交通についての

意見集約を行った。 
 
 
～目的～ 
『市民の利便性向上を図るための公共交通ネットワークの 

抜本的な見直し項目の検討』 
 

 
 
 １－２ 概要 

平成２２年６月３０日に制定した、東村山市公共交通を考える会設置要領に

基づき、委員は１３人以内とした。（表３参照） 
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東村山市公共交通を考える会 委員区分 表３ 

(１) 市長又はその指名する者 ３人 

(２) 一般旅客自動車運送事業者 ３人 

(３) 一般市民及び利用者代表（公募） ４人 

(４) 学識経験者その他考える会が必要と認める者 １人 

(５) 交通管理者 １人 

(６) 関東運輸局長又はその指名する者 １人 

 
また、委員の任期は平成２２年８月１日から平成２２年３月３１日までとし、

会長に鈴木文彦氏、副会長に東村山市まちづくり担当部長 須﨑一朗氏が互選で
決定した。 
 
 １－３ 進め方 

東村山市公共交通を考える会では、第１回で委員の顔合わせを含め、今後の

東村山市公共交通を考える会の取り決め事項を確認した。第２回以降、各課題

について議論を行い、第５回で東村山市公共交通を考える会としての最終的な

方向性をまとめた。（表４参照） 
 
東村山市公共交通を考える会 日程と議題 表４ 

日  程 議  題 
既存のコミュニティバス路線 第１回 平成２２年 ８月１１日 

１４：３０～ 「新たな公共交通の仕組みづくり」 
交通ジャーナリスト 鈴木文彦氏の講演 
道路事情 
コミュニティバスのランニングコスト 
コミュニティバスの老朽化 

第２回 平成２２年 ８月２６日 
１４：３０～ 

コミュニティバスに関する要望等 
乗降調査の結果報告 
運賃について 

第３回 平成２２年１０月 ６日 
１４：３０～ 

交通空白地域について 
第４回 平成２２年１１月１２日 

１４：３０～ 
今後の公共交通会議について 

第５回 平成２３年 １月１３日 
１４：３０～ 

最終報告（案）について 
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２．市内交通不便地域への対策 

                                     
 
 ２－１ 交通不便地域 

東村山市の交通不便地域（資料２－１参照）の定義は、鉄道駅から半径６０

０ｍ、民間路線バス、コミュニティバスのバス停から半径３００ｍ以上離れた

地域とした。これは、鉄道駅から６００ｍというのは、その距離であれば徒歩

で行き来できるという当時の調査結果に基づいた交通不便地域という位置づけ

である。鉄道駅へ徒歩１０分、バス停へ徒歩５分を想定した距離であるが、土

地の高低差や道路形状は考慮していない。 
鉄道駅は市内にある９駅のほか、小平駅と小川駅が市境付近にあるため、小

平駅と小川駅も鉄道駅として含めた。 

コミュニティバスのバス停については、東村山市のコミュニティバスのバス

停のほか、他市のコミュニティバスのバス停を含めた。 
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東村山市内の交通不便地域 表５ 

 地 域 備 考 

① 美住町１・２丁目 

野口町２丁目 
廻田町１丁目 

富士見町３・４・５丁目 

中央に東京都の東村山浄水場、北に興和東

京研究所と日機装という大きな事業所が２

つある 
南に新青梅街道と西武多摩湖線が通る 

② 恩多町２丁目 

萩山町１・５丁目 

新青梅街道を挟んで北南の地域で、南東に

小平霊園がある 

③ 野口町３・４丁目 

多摩湖町１・２丁目 

廻田町４丁目 
諏訪町３丁目 

北に八国山緑地がある 

④ 青葉町３・４丁目 

秋津町１丁目 

全生園の北側を含んでいる 

⑤ 久米川町１・２丁目 東に久米川東小学校がある 

⑥ 秋津町３・４丁目 東に秋水園がある 

※秋津３丁目に旧所沢街道がある 

⑦ 恩多町４丁目 南に空堀川と大岱小学校がある 

⑧ 富士見町２丁目 南の市境 

⑨ 久米川町３・４丁目 久米川町循環の中心部 

⑩ 青葉町１丁目 

恩多町５丁目 

野火止用水の傍 

⑪ 富士見町１丁目 第一中学校がある 

⑫ 青葉町１丁目 所沢街道の東側 

⑬ 多摩湖町３丁目 西に村山貯水池（多摩湖）がある 

 

路線バス区間の中には、出入庫路線と呼ばれる路線がある。出入庫路線とは、

車庫から運行を開始するバス停、もしくは運行を終了するバス停から車庫への

移動中に営業を行う路線である。従って一般路線と違い、運行本数は少ない。

秋津町３丁目を縦断する旧所沢街道を通る民間バス路線が、これに該当する。

この路線は、久米川駅～新秋津駅、清瀬駅～久米川駅の路線のためにある。他

の路線についても運行本数を勘案して、東村山市の交通不便地域の定義を再設

定することが望ましい。 

また、地域によっては土地の高低差があり、これを考慮すると、交通不便地

域は、資料２－１に示したよりも広くなる。 
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 ２－２ 高齢者率 

東村山市内の高齢者率（表７、資料２－２参照）をまとめた。高齢者の定義

は、６５歳以上としている。 

表６は、資料２－２の色分けの内容をまとめた表である。また、表７は、高

齢化率の実数字を示した表である。表７にも、表６の色分けを使用して表示し

た。 
 
高齢化率表の説明 表６ 

色 ％ 地域数 
赤 ５０％以上 １町丁 
ピンク ３０％以上５０％未満 ６町丁 
緑 ２０％以上３０％未満 ２４町丁 
水色 １０％以上２０％未満 ２１町丁 
紫 １０％未満 １町丁 

 
最も高齢化率の高い地域は、青葉町４丁目である。ここは全生園を抱えてい

るため、約６０％が高齢者となっている。 

４番目に高い地域は、青葉町１丁目である。ここには多摩北部医療センター

がある。 

逆に最も高齢化率の低い地域は、富士見町１丁目である。この地域には複数

の学校がある。また、明治学院のグラウンド跡地に大規模なマンションが建設

された。 
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高齢化率（高い順） 表７ 

順 
 

位 

町 

丁 

名 

人 
 

口
（
人
） 

高
齢
者
数
（
人
） 

高
齢
化
率
（
％
） 

 

順 
 

位 

町 

丁 

名 

人 
 

口
（
人
） 

高
齢
者
数
（
人
） 

高
齢
化
率
（
％
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1 青葉４ 454 272 59.9  27 秋津３ 3,565 753 21.1 

2 富士見２ 3,053 1,195 39.1  29 廻田３ 1,582 330 20.9 

3 本４ 4,724 1,773 37.5  30 美住１ 7,489 1,544 20.6 

4 青葉１ 2,602 957 36.8  31 廻田４ 1,896 384 20.3 

5 萩山５ 3,701 842 34.1  32 秋津４ 4,455 874 19.6 

6 多摩湖４ 1,852 571 30.8  33 廻田２ 1,280 248 19.4 

7 諏訪１ 2,757 835 30.3  34 美住２ 2,665 513 19.2 

8 萩山４ 1,607 458 28.5  35 久米川５ 2,101 398 18.9 

9 諏訪２ 1,986 565 28.4  36 野口２ 2,787 527 18.9 

10 青葉２ 4,680 1,308 27.9  37 久米川４ 3,333 619 18.6 

11 野口４ 1,560 432 27.7  38 本１ 2,386 443 18.6 

12 青葉３ 4,019 1,071 26.6  39 栄２ 4,231 777 18.4 

13 萩山１ 3,285 847 25.8  40 栄３ 4,552 834 18.3 

14 富士見５ 1,539 394 25.6  41 本３ 2,303 414 18.0 

15 萩山２ 3,396 868 25.6  42 野口１ 2,852 512 18.0 

16 富士見４ 1,268 324 25.6  43 恩多３ 2,605 467 17.9 

17 富士見３ 3,483 876 25.2  44 恩多４ 2,091 357 17.1 

18 多摩湖３ 1,073 266 24.8  45 栄１ 5,155 868 16.8 

19 秋津１ 2,112 514 24.3  46 恩多１ 3,175 528 16.6 

20 萩山３ 3,545 855 24.1  47 久米川３ 2,603 432 16.6 

21 多摩湖１ 1,611 382 23.7  48 久米川２ 3,583 586 16.4 

22 秋津５ 3,864 905 23.4  49 本２ 2,628 421 16.0 

23 多摩湖２ 1,107 259 23.4  50 廻田１ 1,709 273 16.0 

24 諏訪３ 437 102 23.3  51 久米川１ 3,645 534 14.7 

25 恩多５ 3,701 842 22.8  52 秋津２ 2,312 336 14.5 

26 恩多２ 3,610 773 21.4  53 富士見１ 6,184 588 9.5 

28 野口３ 2,211 463 20.9  ※ 平成２２年５月１日現在 

 



 


